７千人が結集し「１０・３ＮＯ　ＮＵＫＥＳ　ＦＥＳＴＡ　２００９」
　１０・３　ＮＯ　ＮＵＫＥＳ　ＦＥＳＴＡ　２００９～放射能を出さないエネルギーへ～が１０月３日、東京都明治公園に全国の原発関連施設立地県を中心に７０００人が結集した。主催は、平和フォーラム、原子力資料情報室、市民運動団体による実行委員会。
  北海道からは約５０人、自治労からは１０人が参加した。
　第１部は、「音楽と原発問題を抱える関係者のトーク」、さらに、原発問題関連の全国各地から６５のブースが設けられた。道平和フォーラムは幌延深地層研究所の最終処分地に反対している豊富町の酪農家（久世さん）のチーズ、アイスクリームなどを販売するブースを開設した。
　第２部の集会は、呼びかけ人を代表して鎌田慧さんが、「政権交代で政策転換がないとダメである。脱原発の政策選択が必要だ。地球温暖化に原発は役立つというウソを暴露しなければならない。六カ所再処理施設のトラブル、大間原発も建設が頓挫するなど破綻している。この集会は、政策の転換に向けたスタートの集会である」とあいさつした。また小木曽共同代表からは、原子力をめぐる全体状況が報告された。
  来賓として民主党の相原久美子参議院議員（自治労組織内）は「リスクの少ないエネルギー政策が必要。政権交代は国民の生活を大事にする政治を行う。今後、エネルギー政策のあり方を議論し、リスクの少ないエネルギーを選択していきたい。人間、動物も安心して生きていく地球を守るため二酸化炭素を減らす政策が必要である」、社民党の福島党首は「社民党は脱原発の唯一の政党。安全性の確保、自然エネルギーの促進、安全規制の強化のために保安院の位置づけの見直し、地球に暮らす人間のために二酸化炭素を削減すべきである」と激励した。
　各地からの報告として、再処理問題について浅石さん（青森県）は、「国策の変更は容易でない。政権交代で期待とアキラメが交錯している」、プルサーマル問題では満岡さん（佐賀県）が、「日本で最初にプルサーマルを実施する玄海原発を抱えている。計画撤回のために県民投票条例の制定の取り組みに全力をあげてきた。ＭＯＸ燃料の確保のためプルサーマルが中断を余儀なくされるなど、何のための計画なのか、現在、裁判闘争を準備している」、新増設問題では大和さん（山口県）は、「上関原発計画によって、建設予定地である５００人の人口の長島は、島民が減り、人の心、自治体を壊してきた。６１万の署名を提出してきたが、現在、中国電力は埋め立て地にブイを打ち込み既成事実をつくろうとしており、反対島民は９月１０日から抵抗行動を繰り広げている」と報告した。
　エネルギー転換では大林さん（オフィス・エコロジスト）は、「地球温暖化を阻止するために鳩山政権は２０２０年までに二酸化炭素２５％削減を打ち出した。前政権の８％と比べて高い数値であるが、その中味が問われる。化石燃料を増やし続けてきたツケが大きい。これを止めるために省エネと自然エネルギー導入が不可欠である。ドイツは自然エネルギーが３割へ高まっている」と提起した。
　「破綻している原子力政策大綱、原子力安全規制体制」の見直しを政府に要求する集会アピールの採択後、福山平和フォーラム事務局長は、今後の行動提起として「今集会の前段に政府交渉を展開した。民主党のマニフェストをふまえて新政権に可能性をもっていきたい。そのためには各地で今以上に運動をつくりながら政策の転換をめざしていこう」と呼びかけた。
　集会後、代々木公園までパレードを行い、都民に「原発いらない」「再処理施設反対」「核燃料サイクルをやめろ」「放射能はいらない」とシュプレヒコールで訴えた。
　なお、前日の夜には、立地県を中心に参加者が結集して、「核燃料サイクル－現地の抱える問題」「新増設反対運動に取り組んでいる現地と私たちの課題」「原発茶会～私たちにできること～」の３分科会が開催され、運動交流と学習を深めた。
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